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郷
士
史
家
寺
石
正
路
の
燈
下
与
兒
談
に
お
け
る
明
治
期
の
漢
洋
治
療

〔
要
旨
〕
明
治
期
に
は
脚
気
の
流
行
が
見
ら
れ
た
。
寺
石
正
路
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
燈
下
与
兒
談
に
浅
田
宗
伯
、
遠
田

澄
庵
、
松
本
順
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
を
発
見
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
と
副
作
用
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
こ

の
資
料
に
よ
っ
て
遠
田
の
治
療
に
つ
い
て
、
矢
数
道
明
の
調
査
が
正
し
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。
一
人
の
人
物
が
明
治

期
の
漢
洋
治
療
を
受
け
、
患
者
の
立
場
か
ら
当
時
の
名
医
の
治
療
法
、
副
作
用
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
と
い
う
点
に
お

い
て
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
燈
下
与
兒
談
、
寺
石
正
路
、
浅
田
宗
伯
、
遠
田
澄
庵
、
松
本
順
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寺
石
正
路
は
明
治
一
七
年
上
京
し
、
神
田
共
立
学
校
（
の
ち
の
開
成
学
校
）
に
入
学
。
翌
一
八
年
七
月
東
京
大
学
予
備
門
（
の
ち
の

第
一
高
等
中
学
校
）
に
合
格
。
九
月
か
ら
通
学
し
、
南
方
熊
楠
、
正
岡
常
規
（
子
規
）
、
秋
山
真
之
ら
と
知
り
合
っ
て
い
る
。
一
九
年

健
康
不
良
の
た
め
帰
省
、
静
養
。
同
年
夏
予
備
門
中
退
し
て
い
る
。
（
資
料
１
）
燈
下
与
兒
談
に
よ
る
と
、
明
治
一
八
年
五
月
浅
田
宗

伯
に
、
同
年
八
月
遠
田
澄
庵
に
、
同
年
一
○
月
松
本
順
に
診
療
を
寺
石
は
受
け
て
い
た
。
浅
田
宗
伯
の
治
療
（
資
料
１
，
２
）
は
「
素

よ
り
煎
薬
で
あ
っ
た
。
」
「
大
体
非
度
き
事
は
無
か
っ
た
の
で
余
り
養
生
せ
ず
に
、
捨
て
て
あ
っ
た
。
」
と
あ
り
、
煎
薬
を
使
っ
た
薬
物

療
法
を
施
行
さ
れ
、
副
作
用
は
み
ら
れ
ず
、
食
事
療
法
は
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
遠
田
澄
庵
の
治
療
（
資
料
１
，
３
、

高
知
県
立
高
知
歴
史
民
俗
資
料
館
お
よ
び
高
知
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
燈
下
与
兒
談
の
調
査
を
行
っ
た
。
浅
田
宗
伯
、
遠

（
３
責
・
巾
）
吾
Ｊ
）

（
Ｉ
ｘ
Ｈ
）
（
脳
）
（
肌
）
（
Ⅲ
）

田
澄
庵
、
松
本
順
に
関
し
て
、
過
去
の
著
書
、
彼
ら
に
つ
い
て
書
か
れ
た
論
文
を
参
照
に
し
た
。

脚
気
の
原
因
が
解
明
さ
れ
る
前
で
あ
っ
た
明
治
期
に
は
脚
気
の
流
行
が
多
く
み
ら
れ
た
。
明
治
期
に
脚
気
治
療
と
し
て
著
明
な
遠
田

澄
庵
の
治
療
は
有
名
で
あ
る
が
、
実
際
の
遠
田
澄
庵
の
治
療
は
本
人
か
ら
明
か
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
矢
数
道
明
の
調

（
１
）

（
ソ
｝
三
曲
）

査
に
よ
っ
て
遠
田
の
死
後
、
判
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
石
正
路
（
一
八
六
八
～
一
九
四
九
）
は
高
知
の
郷
土
史
家
で
あ
る
が
、
寺
石

（
４
）

が
著
し
た
澄
下
与
兒
談
の
中
に
、
寺
石
が
当
時
一
流
と
さ
れ
た
治
療
医
（
浅
田
宗
伯
、
遠
田
澄
庵
、
松
本
順
（
良
順
二
に
対
し
て
治

療
を
受
け
た
記
述
を
発
見
し
た
の
で
報
告
す
る
。

結
果

方
法

緒
言
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４
）
は
「
赤
豆
と
麦
飯
を
食
わ
し
め
、
下
痢
を
掛
く
る
い
う
簡
単
な
荒
療
法
」
と
記
述
さ
れ
食
事
療
法
と
薬
物
療
法
を
行
わ
れ
て
い
る

が
、
「
こ
れ
を
も
っ
て
脚
気
は
全
治
し
た
ろ
う
が
、
大
変
腹
胄
を
損
し
、
殊
る
慢
性
の
胄
弱
を
起
こ
し
て
、
心
身
大
変
衰
弱
し
た
」
と

か
な
り
副
作
用
〈
瞑
眩
？
）
の
強
い
治
療
が
行
わ
れ
て
い
た
。
松
本
順
の
治
療
（
資
料
１
，
５
）
は
「
な
る
べ
く
牛
肉
の
半
熟
を
食
せ

よ
。
」
と
食
事
療
法
を
中
心
と
し
た
治
療
が
行
わ
れ
て
お
り
、
は
っ
き
り
と
し
た
副
作
用
な
ど
は
記
載
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

狩
猟
・
採
取
生
活
か
ら
、
農
耕
時
代
に
な
り
、
一
～
三
種
類
の
穀
物
か
ら
な
る
主
食
を
摂
る
よ
う
に
な
る
と
、
人
間
は
蛋
白
質
、
ビ

タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足
に
起
因
す
る
病
気
に
と
き
ど
き
冒
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
米
の
精
製
過
程
で
脚
気
の
予
防
に
必
要
な
チ

ア
ミ
ン
が
減
少
し
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
主
に
新
石
器
時
代
の
農
業
革
命
が
も
た
ら
し
た
食
生
活
の
変
化
に
起

（
９
）

因
す
る
と
ユ
ー
ド
キ
ン
は
述
べ
て
い
る
。
脚
気
は
東
洋
諸
国
特
に
、
米
食
を
行
う
我
が
国
に
頻
発
し
た
風
土
病
で
、
都
会
に
多
く
、
青

（
■
ｊ
）

少
年
や
高
貴
紳
顕
を
侵
す
も
の
と
さ
れ
た
。
江
戸
末
期
の
俗
世
間
で
は
「
青
年
子
女
を
江
戸
に
留
学
せ
し
め
て
恐
る
べ
き
は
、
放
蕩

（
Ⅶ
）

と
脚
気
な
り
」
と
、
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
明
治
期
に
入
っ
て
も
靜
寛
院
宮
親
子
内
親
王
（
和
宮
）
が
衝
心
脚
気
に
よ
り
死
亡

（
Ⅱ
）

（
明
治
十
年
六
月
）
し
、
明
治
天
皇
自
身
も
西
南
戦
争
中
脚
気
に
罹
患
（
明
治
十
年
七
月
～
十
月
）
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
明

（
脳
〉
（
胸
天
川
）

治
十
一
年
七
月
官
立
脚
気
病
院
が
設
立
し
て
い
る
。
（
明
治
十
五
年
閉
鎖
）
遠
田
澄
庵
は
こ
の
脚
気
病
院
の
設
立
に
関
わ
っ
て
お
り
、

（
胴
〉

第
四
区
担
当
医
師
と
し
て
脚
気
治
療
に
参
加
し
て
い
る
。
遠
田
澄
庵
の
治
療
は
服
薬
中
禁
食
規
則
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
食
事
療
法
を

（
１
）

（
胴
）

中
心
に
据
え
、
こ
れ
に
投
薬
を
行
っ
て
い
る
。
服
薬
中
禁
食
規
則
に
よ
る
と
、
「
比
薬
ヲ
服
ス
ル
初
日
ョ
リ
ニ
日
間
ハ
塩
ヲ
断
チ
赤
小

豆
二
白
砂
糖
ヲ
加
エ
一
日
二
三
合
位
食
ス
ベ
シ
」
「
三
日
目
ョ
リ
塩
気
ヨ
ロ
シ
麦
飯
エ
薄
醤
油
ヲ
カ
ヶ
食
ス
ベ
シ
米
ハ
一
粒
モ
入
レ
ル

ベ
カ
ラ
ス
又
米
ノ
上
ニ
テ
炊
く
カ
ラ
ス
野
菜
ハ
残
ラ
ズ
ョ
ロ
シ
ク
醤
油
汁
二
松
魚
節
ヲ
用
ヒ
テ
ョ
ロ
シ
赤
小
豆
モ
毎
日
一
合
或
ハ
五
勺

（
１
）

位
必
ス
食
ス
ベ
シ
」
と
あ
り
、
赤
小
豆
と
麦
飯
を
食
事
療
法
と
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
ま
た
、
矢
数
道
明
に
よ
る
と
、
遠

考
察
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田
家
伝
脚
気
処
方
菱
と
し
て
蒼
政
仁
の
粉
末
、
忍
冬
の
粉
末
、
大
黄
、
硝
石
の
処
方
構
成
で
散
薬
と
し
て
用
い
、
散
薬
の
処
方
の
硝
石

を
抜
い
た
丸
薬
、
ま
た
は
、
川
苫
、
山
帰
来
、
狭
苓
、
大
黄
（
少
し
）
、
ふ
る
い
残
し
の
蒼
政
仁
の
荒
い
粉
を
煎
薬
と
し
て
使
用
し
て

（
１
）

い
た
。
い
ず
れ
の
処
方
も
大
黄
が
含
ま
れ
て
お
り
、
潟
下
作
用
は
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
燈
下
与
兒
談
に
は
、
「
赤
豆
と
麦
飯

を
食
わ
し
め
、
下
痢
を
掛
く
る
い
う
簡
単
な
荒
療
法
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
遠
田
澄
庵
の
治
療
内
容
と
矛
盾
し
な
い
。
矢
数
道
明
の

調
査
は
遠
田
澄
庵
の
子
孫
よ
り
聞
き
取
り
調
査
の
形
で
判
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
遠
田
澄
庵
自
身
は
、
遠
田
家
伝
脚
気
処
方
を
家
伝
の

秘
密
と
し
て
語
っ
て
い
な
い
。
こ
の
療
法
の
副
作
用
（
瞑
眩
？
）
と
し
て
「
こ
れ
を
も
っ
て
脚
気
は
全
治
し
た
ろ
う
が
、
大
変
腹
胄
を

損
し
、
殊
る
慢
性
の
胄
弱
を
起
こ
し
て
、
心
身
大
変
衰
弱
し
た
」
と
燈
下
与
兒
談
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
潟
下
作
用
の
あ
る
生
薬
を
含

む
処
方
と
消
化
が
米
と
比
べ
て
悪
い
と
さ
れ
る
麦
飯
を
食
す
療
法
と
副
作
用
の
点
で
合
致
す
る
。
燈
下
与
兒
談
に
よ
っ
て
、
遠
田
澄
庵

の
処
方
に
つ
い
て
の
矢
数
の
調
査
内
容
が
作
用
・
副
作
用
の
点
か
ら
も
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
た
。

浅
田
宗
伯
は
、
安
政
二
年
二
八
五
五
）
幕
府
の
お
目
見
得
医
師
と
な
り
、
文
久
元
年
二
八
六
二
将
軍
家
茂
に
謁
見
し
、
徴
士

の
列
に
加
え
ら
れ
、
ま
た
、
慶
応
元
年
二
八
六
五
）
フ
ラ
ン
ス
公
使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
の
難
症
を
治
し
、
翌
慶
応
二
年
、
将
軍
昭

（
Ⅱ
）

徳
の
病
を
診
し
て
脚
気
衝
心
と
し
、
大
奥
の
待
医
と
な
り
法
眼
の
位
を
授
け
ら
れ
る
な
ど
、
江
戸
期
よ
り
著
明
な
医
師
で
あ
っ
た
。

明
治
に
入
っ
て
も
官
立
脚
気
病
院
に
対
抗
す
る
姿
勢
で
明
治
十
一
年
七
月
に
発
足
さ
れ
た
博
済
堂
病
院
に
も
院
長
と
し
て
関
わ
っ
て
い

｛
戸
翻
｝

（
‐
Ⅲ
）

る
。
浅
田
宗
伯
は
「
須
量
人
之
盛
衰
微
加
滋
補
」
と
述
べ
て
お
り
、
遠
田
澄
庵
の
よ
う
に
潟
下
作
用
の
あ
る
投
薬
な
ど
は
勧
め
て
い

（
４
）

な
い
・
燈
下
与
兒
談
の
中
で
も
「
素
よ
り
煎
薬
で
あ
っ
た
。
」
「
大
体
非
度
き
事
は
無
か
っ
た
の
で
余
り
養
生
せ
ず
に
、
捨
て
て
あ
っ
た
。
」

と
述
べ
て
お
り
、
薬
物
療
法
（
煎
薬
）
を
使
用
し
、
養
生
（
食
事
療
法
）
な
ど
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
は
、
本
人
の
病
態

も
軽
か
っ
た
た
め
、
放
っ
て
お
い
た
こ
と
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

松
本
順
は
、
初
名
を
良
順
と
い
い
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
幕
府
の
命
に
よ
り
長
崎
へ
赴
任
、
来
日
の
オ
ラ
ン
ダ
軍
医
ポ
ン
ペ
の

助
手
と
し
て
近
代
医
学
教
育
に
従
事
し
、
日
本
初
の
西
洋
式
病
院
で
あ
る
長
崎
養
生
所
開
設
に
尽
力
す
る
。
慶
応
元
年
、
将
軍
家
茂
の
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侍
医
と
し
て
、
法
眼
に
叙
せ
ら
れ
る
。
明
治
元
年
、
朝
敵
と
し
て
捕
ら
わ
れ
禁
銅
と
な
る
が
、
赦
さ
れ
、
東
京
に
出
る
と
早
稲
田
に
病

院
を
設
立
。
明
治
四
年
に
兵
部
省
に
出
仕
し
軍
医
頭
。
明
治
六
年
初
代
軍
医
総
監
と
な
り
日
本
の
陸
軍
軍
医
制
度
を
確
立
。
二
三
年
貴

（
旧
）

（
１
）

族
院
議
員
に
選
出
。
男
爵
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
燈
下
与
兒
談
に
よ
る
と
「
元
の
陸
軍
軍
医
松
本
順
先
生
の
診
察
を
受
け
た
れ
ば
」
と

あ
り
、
寺
石
が
受
診
し
た
明
治
一
八
年
一
○
月
の
状
況
と
一
致
す
る
。
「
余
を
極
め
て
貧
血
な
り
と
い
わ
れ
、
な
る
べ
く
牛
肉
の
半
熟

を
食
せ
よ
」
と
言
わ
れ
、
遠
田
の
治
療
の
後
発
症
し
た
胄
腸
障
害
に
加
え
、
貧
血
を
併
発
し
て
い
た
お
り
、
食
事
療
法
が
取
ら
れ
て
い

（
１
）

る
。
燈
下
与
兒
談
に
は
こ
の
療
法
に
対
し
て
、
は
っ
き
り
し
た
副
作
用
な
ど
は
か
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
松
本
順
の
原
病
各
論
巻
十

言
ｊ
）

第
二
套
運
動
神
経
諸
病
パ
ラ
キ
ネ
シ
ア
第
二
区
運
動
神
経
減
殺
病
ヒ
ホ
キ
ネ
シ
ァ
第
三
章
ベ
リ
ヘ
リ
ァ
に
よ
る
と
、
脚
気
の
治
療
法

に
「
易
化
滋
養
物
ヲ
含
ム
新
鮮
ノ
獣
植
ヲ
食
セ
シ
ム
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
、
寺
石
が
受
け
た
治
療
法
と
一
致
す
る
た
め
、
貧
血
の
み
な

ら
ず
脚
気
に
対
す
る
治
療
と
し
て
牛
肉
の
半
熟
を
食
す
と
い
う
療
法
を
と
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

明
治
期
の
漢
洋
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
で
名
医
と
さ
れ
る
浅
田
宗
伯
、
遠
田
澄
庵
、
松
本
順
の
治
療
を
受
け
た
記
述
を
燈
下
与
兒
談
中
に

発
見
し
た
。
遠
田
澄
庵
の
処
方
に
つ
い
て
の
矢
数
の
調
査
内
容
が
作
用
・
副
作
用
の
点
か
ら
も
正
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
燈
下
与
兒

談
に
よ
っ
て
さ
ら
に
、
示
唆
さ
れ
た
。
一
人
の
人
物
が
漢
洋
治
療
を
受
け
、
患
者
の
立
場
か
ら
当
時
の
名
医
の
治
療
法
、
副
作
用
に
関

し
て
述
べ
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。

本
論
文
の
要
旨
は
第
五
四
回
日
本
東
洋
医
学
会
総
会
（
福
岡
、
二
○
○
三
年
五
月
）
に
て
報
告
し
た
。

総
括
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謝
辞
寺
石
正
路
氏
の
子
孫
に
あ
た
る
森
尾
靖
子
氏
に
は
格
別
の
配
盧
を
う
け
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
高
知
県
立
高

知
歴
史
民
俗
資
料
館
、
高
知
市
立
図
書
館
、
武
田
科
学
振
興
財
団
に
対
し
て
資
料
提
供
等
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
９
）
冒
匡
鼻
冒
］
．
配
シ
Ｒ
ｇ
ｇ
５
胆
哩
自
口
号
⑦
邑
昌
凰
号
三
里
．
弓
胃
ロ
○
日
①
里
扁
呉
５
回
曽
旦
向
×
且
ｇ
〔
昌
呂
具
四
目
厨
煙
且
ン
ロ
冒
里
の
．
印
ミ
‐
閉
蝉

ン
匡
冒
①
‐
シ
吾
の
『
Ｓ
Ｐ
Ｏ
三
の
幽
晒
。
（
こ
ゅ
巴

（
、
）
山
崎
佐
坤
日
本
疫
史
及
防
疫
史
、
八
四
三
、
克
誠
堂
、
東
京
（
一
九
三
一
）

（
Ⅱ
）
宮
内
庁
率
明
治
天
皇
紀
吉
川
弘
文
館
、
東
京
（
一
九
六
八
’
一
九
七
五
）

（
皿
）
矢
数
道
明
知
東
洋
漢
洋
脚
気
病
院
の
遠
田
澄
庵
を
め
ぐ
っ
て
、
漢
方
の
臨
床
、
二
三
巻
七
号
、
三
八
七
’
四
○
二
（
一
九
七
六
）

（
咽
）
矢
数
道
明
》
漢
洋
脚
気
病
院
の
遠
田
澄
庵
に
つ
い
て
、
日
本
医
事
新
報
、
二
六
九
○
巻
、
一
三
五
’
一
三
七
（
一
九
七
五
）

（
Ｍ
）
矢
数
道
明
￥
遠
田
澄
庵
補
遺
、
漢
方
の
臨
床
、
二
三
巻
二
号
、
六
七
八
’
六
八
○
（
一
九
七
六
）

（
喝
）
遠
田
澄
庵
“
服
薬
中
禁
食
規
則
大
日
本
東
京
牛
込
区
市
ヶ
谷
船
河
原
町
拾
七
番
地
遠
田
脚
気
病
院
二
八
？
？
）

（
２
）
野
本
亮
￥
土
佐
・
郷
土
史
の
父
寺
石
正
路
の
足
跡
高
知
県
立
歴
史
民
族
資
料
館
、
高
知
（
一
九
九
九
）

（
３
）
岩
井
寿
夫
編
”
高
知
県
人
名
辞
典
新
版
高
知
新
聞
社
、
高
知
二
九
九
九
）

（
４
）
寺
石
正
路
《
燈
下
与
兒
談
（
一
九
一
八
）
高
知
県
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵

（
５
）
浅
田
惟
常
（
宗
伯
）
冊
訂
”
博
濟
堂
脚
氣
提
要
博
濟
病
院
編
墓
二
八
七
九
）
東
京
博
濟
病
院
排
印
本
武
田
科
学
振
興
財
団
蔵

（
６
）
浅
田
惟
常
”
皇
漢
瞥
學
叢
書
脚
気
概
論
論
脚
氣
滋
養
諸
法
世
界
書
局
、
東
京
〈
一
八
七
九
）
武
田
科
学
振
興
財
団
蔵

（
７
）
旨
富
国
月
の
厚
ら
品
。
言
の
『
言
吊
ぎ
日
胃
く
凶
巨
巨
巾
の
ａ
①
『
く
。
○
貝
（
朋
百
）
口
授
、
松
本
順
筆
記
“
原
病
各
論
（
一
八
五
七
）

（
８
）
矢
数
道
明
”
明
治
初
期
漢
洋
脚
気
病
院
設
立
の
裏
面
史
と
そ
の
治
療
成
績
に
つ
い
て
、
漢
方
の
臨
床
一
七
巻
七
号
、
三
八
三
’
四
○
一
（
一

～、

’

九一″
､一〆メ丁．

文
献

１
）
矢
数
道
明
”
温
故
荘
雑
筆
遠
田
澄
庵
家
伝
の
脚
気
薬
処
方
菱
に
つ
い
て
、
漢
方
の
臨
床
三
六
巻
九
号
、
一
六
五
○
’
一
六
五
三
（
一
九
八

九
七
○
）
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資
料
１

（
妬
）
大
日
本
人
名
辞
書
刊
行
会
編
募
諏
大
日
本
人
名
辞
書
第
三
版
、
講
談
社
、
東
京
二
九
七
七
）

高
等
学
校
入
学

余
は
上
京
後
、
身
体
も
健
康
で
あ
っ
た
が
、
十
八
年
の
五
月
頃
よ
り
脚
気
を
徴
し
、
水
腫
を
覚
へ
た
無
論
脚
気
で
あ
っ
た
。
牛
込
で
名
高
き

漢
方
大
医
の
浅
田
宗
伯
先
生
に
診
て
貰
ら
っ
て
薬
を
賜
っ
た
・
素
よ
り
煎
薬
で
あ
っ
た
。
大
体
非
度
き
事
は
無
か
っ
た
の
で
余
り
養
生
せ
ず
に
、

捨
て
て
あ
っ
た
。
此
頃
大
學
予
備
門
は
学
制
の
変
で
名
称
を
改
め
東
京
第
一
高
等
中
学
校
と
称
し
野
村
彦
四
郎
先
生
が
校
長
と
な
っ
て
其
新
任

の
気
概
が
あ
っ
た
。
然
る
る
此
に
余
は
健
康
の
常
態
を
失
し
て
豫
定
の
目
的
を
廃
し
生
涯
の
運
命
は
一
大
改
革
を
起
す
と
い
ふ
、
不
幸
の
情
況

に
立
至
る
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
之
は
余
は
兼
て
五
月
頃
よ
り
脚
気
を
か
し
て
い
た
が
、
夏
期
八
月
中
、
人
の
勧
め
よ
り
牛
込
の
脚
気
専
門
医
遠

田
澄
庵
氏
の
治
療
を
受
け
た
が
、
余
氏
は
赤
豆
と
麦
飯
と
を
食
わ
し
め
下
痢
を
掛
く
る
と
い
う
簡
単
な
荒
療
法
で
余
は
こ
れ
を
も
っ
て
脚
気
は

全
治
し
た
ろ
う
が
、
大
変
腹
胄
を
損
し
、
殊
る
慢
性
の
胃
弱
を
起
こ
し
て
、
心
身
大
変
衰
弱
し
た
。
是
よ
り
余
は
生
涯
胃
腸
を
最
初
の
健
全
状

態
に
復
す
る
事
を
認
ぬ
。
人
の
療
病
に
従
事
す
る
者
も
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
当
時
の
症
状
は
胄
大
に
拡
張
し
、
食
欲
振
は
す
。
食
後
は
一
種

言
ふ
く
か
ら
ざ
る
不
快
を
感
じ
、
身
心
倦
怠
し
、
大
に
意
気
の
消
沈
を
覚
へ
た
。
十
月
頃
余
は
牛
込
の
片
隅
に
退
院
せ
ら
れ
至
た
る
。
元
の
陸

軍
軍
医
松
本
順
先
生
の
診
察
を
受
け
た
れ
ば
、
先
生
は
一
診
し
て
余
を
極
め
て
貧
血
な
り
と
い
わ
れ
、
な
る
べ
く
牛
肉
の
半
熟
を
食
せ
よ
と
。

言
わ
れ
た
余
は
依
て
牛
肉
や
に
参
り
脂
肪
の
無
き
、
正
味
の
赤
肉
を
注
文
し
、
半
熟
の
屍
之
を
食
し
た
。
か
く
の
如
く
す
る
。
一
ヶ
月
ほ
ど
し

て
再
び
診
察
を
乞
い
た
れ
ば
先
生
は
余
の
血
色
は
余
程
員
敷
あ
り
た
り
。
追
に
、
快
治
に
向
ふ
く
し
と
い
わ
れ
余
も
非
常
に
嬉
し
く
感
じ
た
。

然
ち
に
、
十
一
月
頃
学
校
帰
途
に
蒸
れ
感
冒
を
感
じ
、
大
発
熱
と
な
り
、
四
十
度
近
き
熱
を
発
せ
し
は
、
チ
フ
ス
に
非
ず
や
と
い
わ
れ
憂
盧
し

た
り
し
も
、
八
大
氏
等
の
介
抱
に
よ
り
二
三
に
発
汗
を
と
り
つ
け
漸
く
快
復
し
た
り
、
か
く
て
腹
胄
は
元
の
如
く
悪
く
な
り
不
愉
快
極
り
な
り

き
。
明
治
一
九
年
に
入
り
て
も
健
康
回
復
せ
ず
。
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資
料
３

資
料
２

服
薬
中
禁
食
規
則

一
、
比
薬
ヲ
服
ス
ル
初
日
ヨ
リ
ニ
日
間
ハ
塩
ヲ
断
チ
赤
小
豆
二
白
砂
糖
ヲ
加
エ
一
日
一
一
三
合
位
食
ス
ベ
シ
尤
モ
分
量
ハ
適
宜
ナ
リ
湯
水
及
上
果

実
ハ
宜
ク
其
外
一
切
食
ス
ベ
カ
ラ
ズ

ー
、
三
日
目
ヨ
リ
塩
気
ョ
ロ
シ
麦
飯
エ
薄
醤
油
ヲ
カ
ヶ
食
ス
ベ
シ
米
ハ
一
粒
モ
入
レ
ル
ベ
カ
ラ
ス
又
米
ノ
上
ニ
テ
炊
く
カ
ラ
ス
野
菜

ハ
残
ラ
ズ
ョ
ロ
シ
ク
醤
油
汁
二
松
魚
節
ヲ
用
ヒ
テ
ョ
ロ
シ
赤
小
豆
モ
毎
日
一
合
或
ハ
五
勺
位
必
ス
食
ス
ベ
シ

ー
、
禁
物
ハ
米
、
味
噌
、
酒
、
鳥
獣
ノ
類
、
鶏
卵
、
牛
乳
マ
テ
厳
禁
ス
ベ
シ
野
菜
ノ
中
ニ
テ
ハ
生
姜
、
芥
、
山
葵
、
蕃
椒
、
山
椒
ノ

類
ヲ
忌
ム
又
諸
服
薬
ヲ
禁
ス

ー
、
脚
気
ハ
死
病
二
非
ス
人
ノ
死
生
二
関
ス
ル
病
ナ
レ
バ
患
者
コ
レ
ヲ
軽
忽
ニ
ス
ベ
カ
ラ
ス
右
之
通
二
早
ク
禁
食
服
薬
ス
レ
バ
其
ノ

症
二
因
り
平
快
二
固
ヨ
リ
遅
速
ハ
ァ
レ
ト
モ
必
ス
平
癒
ス
ル
コ
ト
疑
上
ナ
シ
又
胃
病
心
臓
病
或
ハ
肺
病
卜
診
察
ヲ
誤
ル
コ
ト
ア
リ

可
恐
可
權
忽
一
一
ス
ベ
カ
ラ
ス

大
日
本
東
京
牛
込
区
市
ヶ
谷
船
河
原
町
拾
七
番
地

論
脚
氣
滋
養
諸
法

脚
氣
固
忌
補
。
古

滋
補
。
不
然
則
氣

皇
漢
瞥
學
叢
書
脚
気
概
論
（
浅
田
惟
常
著
述
世
界
書
局
一
八
七
九
）

不忌
然補
則。
氣古
血人
日有
衰傲
。戒

必。
年然
々其
遇人
蒸精
熱気
而虚
作。
。麻
理痒
之瘻
必弱
然不
也振
･者

非
滋
補
剤
不
能
起
之
。
濟
生
方
云
。
入
冬
己
後
。
須
量
人
之
盛
衰
微
加

遠
田
脚
気
病
院
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資
料
4

資
料
５

原
病
各
論
巻
十
第
二
套
運
動
神
経
諸
病
パ
ラ
キ
ネ
シ
ァ
第
二
区
運
動
神
経
減
殺
病
ヒ
ホ
キ
ネ
シ
ァ
第
三
章
ベ
リ
ヘ
リ
ァ

遠
田
家
伝
脚
気
処
方
菱
散
薬

慧
政
仁
の
粉
末
、
忍
冬
の
粉

丸
薬

重
い
病
人
に
は
散
薬
以
外
に
丸
薬
と
し
て
使
用
。

（
年
を
と
っ
た
病
人
に
は
使
用
せ
ず
）

普
通
の
病
人
に
は
散
薬
の
他
に
丸
薬
を
使
用
。

こ
れ
は
散
薬
の
処
方
の
硝
石
を
抜
い
た
も
の
。

川煎
芭薬

､

病誘 原誤死転

因解販
圭
一
叩

山
帰
来
、
狭
苓
、
大
黄
（
少
し
）
、
ふ
る
い
残
し
の
菩
学
以
仁
の
荒
い
粉

是
レ
一
種
ノ
麻
痒
病
一
一
シ
テ
其
ノ
原
ハ
推
髄
ヨ
リ
出
テ
以
テ
病
者
一
種
ノ
ス
ワ
ー
ィ
ー
ン
ヲ
運
動
ヲ
ナ
ス
風
土
病
印
度
亜

細
亜
ノ
諸
方
二
発
ス
殊
二
泥
湿
ノ
地
鉱
属
ヲ
出
ス
地
方
二
生
ス
本
発
続
発
虚
実
急
一
日
ヨ
リ
ニ
日
半
急
慢

快
慢
徐
々
二
回
復
ス

脳
麻
庫
胸
器
ノ
麻
痒
及
上
虚
労

他
性
麻
痒
病
全
身
水
腫
急
性
卜
悪
性
間
歌
熱

素
若
年
老
人
男
子
風
出
発
地
殊
二
泥
潭
ノ
海
岸
鉱
土
殊
二
錫
土
天
気
寒
湿
反
覆
ス
ル
者
早
時
麻
庫
ヲ
患
フ
ル
者

諸
種
ノ
泥
淋
ノ
発
越
冒
寒
夜
間
戸
外
二
か
ス
者
脂
油
塩
蔵
物
ヲ
長
ク
服
ス
ル
者
篭
憂
ナ
リ

放
騨
ノ
修
身

忍
冬
の
粉
末
、
大
黄
、
硝
石
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治

法

予
後

経
過
中
変
化

按慢
性

症
候

症

第
一
将
来
ノ
諸
症
ヲ
制
伏
ス
ル
ニ
ァ
リ
法
方
急
性
ノ
者
小
刺
絡
ト
キ
ニ
ハ
之
レ
ヲ
反
復
ス
ヘ
シ
甘
禾
一
日
十
五
企

キ
ナ
塩
一
日
二
三
十
企
ノ
合
剤
藤
黄
峻
下
剤
ノ
之
レ
ヲ
多
量
二
服
セ
、
ン
ム
レ
ハ
初
メ
ニ
載
除
ス
ヘ
、
ン
慢
性
症
ハ
甘
耒
海

葱
ノ
合
剤
血
角
ヲ
推
髄
一
一
沿
フ
テ
貼
ス
而
シ
テ
少
量
ノ
キ
ナ
塩
ナ
リ
第
二
排
泄
分
泌
ヲ
催
進
ス
発
汗
剤
殊
二
微
温

浴
安
質
剤
○
引
赤
方
皮
刺
戟
推
髄
二
沿
フ
テ
長
径
ノ
完
菩
膏
ヲ
貼
ス
差
シ
長
ク
貼
ス
ヘ
カ
ラ
ス
ー
ニ
時
ヲ
以
テ
足
し
リ

引
赤
ノ
初
竜
脳
ヲ
癒
瘡
木
煎
二
加
フ
汁
殊
一
一
少
量
ノ
良
火
酒
又
今
キ
ナ
塩
少
量
ノ
軟
鉄
効
ア
ル
コ
ト
ア
リ
常
二
注
意
、
ン
テ
快

通
利
ヲ
ト
ル
ヘ
シ
第
三
諸
症
ヲ
制
ス
法
方
麻
ひ
ニ
ハ
外
用
揮
発
刺
戟
ノ
擦
藥
フ
ラ
ヌ
ル
ヲ
以
テ
病
処
ヲ
鞘
帯
ス
莞

菩
膏
海
水
浴
内
服
ニ
ハ
キ
ナ
滋
養
ノ
食
物
殊
ニ
ホ
ミ
カ
イ
ヱ
キ
ス
ニ
キ
ナ
塩
ヲ
加
フ
○
虚
性
ノ
脳
胸
血
積
ニ
ハ
遠
隔
ノ
部

一
一
皮
刺
戟
水
蛭
血
角
ヲ
第
初
期
二
行
う
末
期
ニ
ハ
ァ
ル
ニ
ヵ
ノ
巷
貼
及
上
乾
摩
ヲ
フ
ラ
ネ
ル
ニ
テ
行
う
悪
心
嘔
吐
一
一
ハ

芳
香
硬
膏
完
菩
膏
或
ハ
芥
子
泥
ヲ
胄
辺
二
行
う
全
身
虚
脱
ニ
ハ
キ
ナ
剤
軟
製
鉄
剤
プ
ロ
チ
ー
ネ
美
酒
美
麦
酒
類
二
興
奮
ス
ル

凶
芸

大
ナ
リ

急
症
初
メ
ハ
麻
痒
熱
二
同
キ
症
ヲ
発
、
ン
足
ヨ
リ
初
マ
リ
常
二
増
進
シ
テ
胸
二
及
ホ
ス
麻
庫
上
部
二
升
ル
ー
依
ル
ー
依
テ

弥
々
煩
悶
著
、
ン
ク
皮
層
熱
灼
尿
緊
疾
時
二
洪
大
便
難
時
ニ
ハ
嘔
気
病
胸
中
二
入
ル
ノ
後
ハ
劇
煩
悶
若
ク
ハ
窒
息
ヲ

以
テ
死
ス
。
○
脊
推
ヲ
探
索
ス
ル
ニ
肩
脾
間
ト
キ
ニ
ハ
腰
推
二
激
痛
ヲ
覚
フ
蓋
ン
其
ノ
痒
推
脊
二
血
積
多
少
二
応
シ
テ
異

チ
フ
ス

ナ
リ
若
シ
死
セ
サ
レ
ハ
病
症
ヲ
切
去
シ
得
テ
慢
性
二
転
ス
病
ハ
煩
悶
諺
憂
絶
ヘ
ス
甚
タ
希
レ
’
一
ハ
此
ノ
症
万
扶
私
症
ヲ

兼
併
ス
之
レ
必
死
ノ
候
卜
ナ
ス

曰
予
諸
種
屍
ヲ
解
ク
ニ
脊
推
痔
痛
ヲ
覚
フ
処
ニ
ハ
必
ス
血
積
ヲ
見
ル
尚
且
軽
易
ノ
炎
ヲ
発
見
ス
ル
ヲ
見
ル

倦
怠
鈍
麻
強
梗
ヲ
下
肢
ニ
覚
フ
初
ハ
附
二
初
リ
漸
ク
升
リ
成
ハ
其
ノ
後
蟻
葡
神
経
痛
ヲ
下
肢
二
如
キ
者
ア
リ
全
身
虚
脱

ス
苦
煩
携
憂
惨
惜
皮
膚
寒
冷
唇
乾
キ
テ
赤
ク
舌
潤
ヒ
テ
黄
白
渇
甚
シ
尿
鮮
ク
其
色
赤
シ
大
便
常
二
秘
結
ス

尿
ハ
白
ク
或
ハ
淡
黄
之
レ
ニ
未
熱
ノ
食
物
ヲ
混
ス
通
例
胸
腹
脳
皮
膚
水
腫
ノ
見
症
ヲ
発
露
ス

漸
ク
ニ
諸
症
増
ス
ト
キ
ニ
ハ
挙
ル
処
ノ
見
症
ノ
如
ク
順
序
ナ
ラ
ス
或
ハ
漸
々
諸
症
減
、
ン
テ
治
ス
或
ハ
急
性
症
ハ
昏
睡
窒

息
ヲ
以
テ
死
ス
慢
性
症
ハ
虚
労
全
身
水
腫
ヲ
以
テ
死
ス

凶
若
シ
病
初
一
一
之
ヲ
制
セ
サ
レ
ハ
急
性
症
ハ
急
死
シ
易
シ
回
復
時
期
ハ
太
タ
長
シ
而
シ
テ
再
発
ノ
傾
キ
易
キ
コ
ト
太
タ



日本医史学雑誌第51巻第4号(2005)625

薬
剤
全
身
局
処
ノ
水
腫
ハ
其
法
方
二
依
テ
治
ス
ヘ
シ

一
定
処
筋
麻
ニ
ハ
ヱ
レ
キ
ト
ル
点
滴
浴
末
期
二
及
テ
ハ
此
ノ
方
尤
モ
効
ア
リ
摂
生
清
涼
ノ
乾
キ
タ
ル
空
気
殊
二
山
気
温

湿
ヲ
避
ク
殊
二
泥
痘
ノ
住
居
ヲ
禁
ス
易
化
滋
養
物
ヲ
含
ム
新
鮮
ノ
獣
植
ヲ
食
セ
シ
ム
水
美
酒
麦
酒
少
量
ノ
火
酒
ヲ
用
フ

毛
布
ノ
衣
服
皮
膚
ノ
寒
冷
ヲ
禁
ス
温
浴
ト
キ
ト
シ
テ
殊
二
効
ア
リ
四
肢
ヲ
常
二
運
用
ス
ヘ
シ
安
逸
刺
戟
ヲ
禁
ス
殊
二

過
飲
過
房
ヲ
禁
ス
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OrientalandEuropeanMedicineintheLocalHistorian
MasamichiTeraishi'sBook

TakanoriMATSUOKAandKoichiYAMASHITA

TherewasaprevalenceofberiberiintheMeijiera.WefOundarticlesaboutSouhakuASADA,

SyouanTOUDAandJunMATSUMOTOintheToukayogeidan,writtenbyMasamichiTERAISHI.

Thebooktellsaboutthetreatmentanditssideeffects.ThisbookrevealsthatDoumeiYAKAZU's

investigationwascorrect.1tisofinteresttolearnfromthisbookhowonepatientconsulteddoc-

torSintheMeijieraandtalkedaboutthetreatmentandsideeffectsofthedoctors.


